Koshien for wind orchestra -narrativised music for "Fumon Hall"- by 田口 裕介
279吹奏楽の甲子園（田口）
早稲田大学大学院教育学研究科紀要　別冊　19号―２　2012年３月
はじめに
「全日本吹奏楽連盟」（以下全日吹連と略す）が毎年朝日新聞社と共催している「全日本吹奏楽コン
クール」は，日本全国でアマチュア，特に学校所属の吹奏楽部を中心とする多くの吹奏楽演奏団体が，
自らの演奏を競い合う日本で最も規模の大きい吹奏楽のコンクールである。
このうち参加団体の最も多い中学校の部，それに次ぐ高等学校の部における，全国大会の舞台であ
る「普門館」はしばしば「吹奏楽の甲子園」と形容され，日本全国の吹奏楽部員の多くが，自らの青
春を賭して努力を重ね情熱を傾け目標とする場所となっている。
本稿では，「全日本吹奏楽コンクール」が「吹奏楽の甲子園」と呼ばれることを手がかりに，吹奏
楽という音楽の魅力が，日本において「そこに至るまでの道のり」という青春の「物語」を付加され
たものとして現われていることを示す。「全日本吹奏楽コンクール」およびその予選大会の制度につ
いて概観し，その舞台となる「普門館」が「吹奏楽の甲子園」として扱われることはどのような意味
をもつのかについて記述することで，吹奏楽という音楽が独立して演奏される音のみが聴かれるので
はなく，「物語」として聴かれ，理解されることを示し，また，演奏者もそのような「物語」の文脈
において演奏していることを示していく。このことは，音楽文化について考察する上で，音楽とは直
接関係のない実践へ目を向けることの重要性を示すものとなる。その点において本稿は吹奏楽に限ら
ず，「音楽」がどのようなものとして捉えられ，実践され，表象されているかを考察する上での手が
かりとなるだろう。
１．全日本吹奏楽コンクールの概要
「全日本吹奏楽コンクール」は，中学の部，高校の部，大学の部，職場・一般の部の各部門にわか
れており，日本全国から全日吹連の各支部連盟によって選出された各代表団体が，それぞれの部門ご
とに順番に課題曲と自由曲を演奏して競い合う。大学の部，職場・一般の部は年ごとに異なる会場で
開催される一方，中学校の部，高等学校の部の会場は毎年普門館で開催される（１）。各団体は 12分以
内に課題曲と自由曲を演奏し，各審査員によって「それぞれ「技術」と「表現」の 2項目について 5
段階で評価」される。この結果をもとに金賞，銀賞，銅賞の各賞受賞団体が決定され，各賞は全団体
に，おおよそ三分の一ずつに分配される。
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この全日本吹奏楽コンクールに出場するためには，予選となるコンクールにおいて代表として選ば
れる必要がある。予選にあたるコンクールは，全日吹連の各支部連盟，各県連盟が主催し，地域によっ
て細かな規定が異なる。しかし，それらの規定は全て全日本吹奏楽コンクールの規定に沿ったもので
あり，少なくとも本稿において，これら一連のコンクールを一貫した大会として扱ってさしつかえな
いだろう。
２．吹奏楽の甲子園
阿部勘一は「普門館」が「「吹奏楽における甲子園のようなもの」と意味づけされている」と述べ
る。阿部自身はこの言説を「さまざまな異論がある」と留保しているが，この言説は今もなお繰り返
されている（２）。例えば 2010年には「全日本吹奏楽コンクール」がはじめて TV放映されているが，
そのタイトルは，「響け！ 吹奏楽の甲子園 第 58回全日本吹奏楽コンクール 全国大会 高校の部」で
あり（３），2010年の時点では，この「吹奏楽の甲子園」という語は，日本で吹奏楽に関わる人びとの
間において常識的な理解となっているとみていいだろう。
この「吹奏楽の甲子園」という語句は「普門館」を「甲子園」のアナロジーとして扱うことを意味
している。例えば次の引用は，2009年に出版された，普門館出場を何度も果たしているある吹奏楽
部へのインタビューを記した著作からのものであるが，このような記述がある。
予選から地区大会が暑さの厳しい季節となること。そこにいたるまでの道のりが険しいこと。何
より，そこで披露される演奏の水準が高いことがあって，この大会〈全日本吹奏楽コンクール〉
をもうひとつの甲子園大会と呼ぶことが，いつのまにか定着してしまった。吹奏楽に関わってい
る人は，一度は吹奏楽の甲子園という言い方を耳にしたことがあるだろう。（４）
ここでの「甲子園」は，単に野球球場を指すのではなく，全国高等学校野球選手権大会の全国大
会が行なわれる球場としてある。菊幸一によれば，「「甲子園」という名の舞台」は，「野球というス
ポーツを通じてわれわれ日本人にさまざまなドラマを提供し，生きる意味や価値を歴史的に醸成し，
強化してきた」（５）。ドラマは「物語」を呈示するものである。「甲子園」という語が象徴的な意味合
いで扱われる時含意しているのは，「甲子園」の中で，あるいは「甲子園」を目指して行われる試合
が，単に野球というスポーツの一試合として扱われるのではなく，選手たちがその試合にいたるまで
の「物語」を映し出すドラマとして見られているということである。
この物語については，ロラン・バルトの議論が参考となる（６）。バルトによれば，「物語」は「意味
の情熱」によってわれわれを燃え立たせるものである。この情熱は「関係という高次の秩序に属」し
ており，「この秩序もまた固有の感動，希望，脅威，勝利をもっている」（７）。言い換えるなら，「物語」
がかきたてる「情熱」とは，呈示のされ方ではなく，「物語」を形成するシークェンスの関係が形作
る秩序によってもたらされるものであり，それをただ見ることによってではなく，読み取ることに
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よって得られるものである。
「物語」は，文章や言葉によってのみ呈示されるものとは限らない。「物語は，話されるかまたは
書かれた分節言語，固定されるかまたは動く映像，身振り，さらにはこれらすべての実質の秩序正し
い混合，によって伝えることができる」という（８）。清水諭は「甲子園野球」の「物語」がテレビ中
継などのメディアによっていかに伝播されているかについて述べているが（９），甲子園での試合では，
「投手の投球と投球との，また攻守交替の時間」といった「間」に，映像や音声によってさまざまな
「物語」を生成する要素，言説が挟み込まれている（10）。清水は特に 1986年夏の大会における準決勝戦，
決勝戦の TV放送を詳しく取りあげているが，そこで対戦する二校の両投手が「肘の痛みとそれに耐
えて投げる「気迫，精神力」がアップの映像とともに随所に語られ」（11），それらは投手の投球と結び
つく。このとき，投手の投球そのものではなく，「肘の痛み」に「耐える」ことが投球に結びついて
読み取られ，この関係性によって感動はもたらされている（12）。つまり，「物語」と野球の試合内容と
の混合によって生成される意味の関係という秩序が，情熱をもたらすドラマとなるのである。
「普門館」を「吹奏楽の甲子園」というアナロジーとして語る場合にも，「普門館」は「物語」を呈
示するドラマの舞台として考えられているといえる。周東美材が述べるように，「甲子園の試合の間，
ほとんど絶えることなく応援演奏を繰り広げているのは，各代表校の吹奏楽部である」（13）。吹奏楽部
は「甲子園」を最も間近で観戦し，応援してきた人々の一部であり，「甲子園」というドラマの観客
の最たるものである。吹奏楽部は「甲子園」という「物語」を最も近くで読み取ってきた。吹奏楽部
と野球部は様々に異なるが，それにも関わらず両者の舞台は結び付けられている。「甲子園」の観客
の最たるものである吹奏楽部にとって，「甲子園」とは「物語」を呈示するドラマであるが，その吹
奏楽部に属する人びとが，「吹奏楽の甲子園」としてみなす「普門館」もまた，ドラマとして「物語」
を呈示する舞台である。「吹奏楽コンクール」での演奏の間に，何らかの言葉によって「物語」の言
説が挟み込まれているわけではないが，演奏の後に，あるいは以前に，吹奏楽について述べられた発
言から，コンクールでの演奏に差し挟まれた，さまざまな「物語」の関係性を読み取ることができる。
先の引用に，「予選から地区大会が暑さの厳しい季節となること」とあった。清水諭によれば，「甲
子園野球」は「夏の風物詩」として意味づけられているが（14），「暑さの厳しい季節」であることによっ
て吹奏楽コンクールは「甲子園」と結びつけられている。吹奏楽コンクールの全国大会自体は 10月
中旬から 11月上旬に開催され（15），季節が夏だとは言い難い。それにも関わらず，しばしば「普門館」
には「夏」のイメージが付加されている。ここで，単に「夏」ではなく，「暑さの厳しい季節」と表
現することは，厳しい暑さにも関わらず，努力を重ねて「甲子園／普門館」を目指す生徒達の「物語」
を想起させる。吹奏楽部にとって「吹奏楽コンクール」は，「普門館」という「物語」の文脈上にお
いては，「夏」の出来事なのである。実際，代表に選ばれず次の大会に出場できなかった多くの吹奏
楽部にとって，普門館への道のりは 7月から 8月の「予選から地区大会」が開催される「暑さの厳し
い」夏に終わるが，それらの吹奏楽部だけではなく，全国大会に出場した団体にとっても，普門館は
依然「夏」を想起させている。以下は普門館に初出場した吹奏楽部のコメントである。
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10月 18日の全国大会が終わって長くて楽しかった夏が終わってしまいました。私は今までこん
なに楽しかった夏はないと思います。（16）
辛いはずの練習もみんなと一緒だったから楽しかったです。普門館に向けて燃えた「夏」を，私
は一生忘れません。（17）
「普門館」とは全国大会のみのステージであるが（18），出演者たちがそこに見出すのは，演奏する曲
の練習に始まり，各大会を通して全国大会に至るまでの，甲子園球児たちの夏と同じように長い道の
りなのである。そのような吹奏楽部が中心を占める吹奏楽界にとって，「普門館」を「吹奏楽の甲子園」
というアナロジーとしてとらえることが意味するのは，普門館の舞台で，もしくは普門館を目指して
行なわれる演奏においても，規定の制限時間の間に演奏された音楽のみが独立して呈示されているわ
けではなく，それぞれが一つのドラマだということである。そこでは音楽とともに一体となって，普
門館という舞台の，また演奏者たちの，「物語」が呈示されている。
３．自己の物語的理解
バルトは物語を小説などのフィクションとして扱っているが，本稿で取り上げている甲子園の試合
や普門館での演奏は，基本的に現実の出来事である。しかしこのことはそれらの「物語」性を否定
しない。アラスデア・マッキンタイア（19）は人間が「その行為と実践において，虚構においてと同様，
本質的に物語を語る動物である」と述べ，人間の生を「物語的統一性」のもとに理解する必要性を説
いている。人は「それぞれが自分自身のドラマでは主な登場人物であり」，「他の人たちのドラマで
は脇役を演じている」という。その点で現実の人物と虚構の人物に違いはなく，「仮想と実在の登場
人物の違いは……，その形式と彼ら自身の所業を本人たちが自分で創造しているかどうか」でしかな
い（20）。ここでのドラマの登場人物が現実の人物であろうと虚構であろうと，「物語」が呈示されてい
ることに変わりはない。
虚構の「物語」を読み取るのは読者，観客だけであるが，現実の「物語」は，その登場人物たる主
体本人によっても読み取られる。マッキンタイアが述べるように，人は「自分の人生で物語を生き」，
「その生きている物語を基にして自分自身の人生を理解する」のである。主体が自身の「物語」を生
きるためには，その「物語」を自身で説明することができなければならない。「人間存在」と「他の
存在」との違いとは，「自分がし始めたことについて申し開きできる（21）」ことにある（22）。
「甲子園」や「普門館」とは，その舞台に立つ者にとってそこまでの道のりを他者に説明すること
のできる舞台であり，それによって自分自身を理解することのできる「申し開き」の場だと言える。
また，「普門館」が「申し開き」の場となるために，この舞台で演奏することだけではなく，「普門館」
を目指す途上となる予選の舞台で演奏することも，自らを「普門館」への道のりの途上にある者とし
て自身を「申し開き」するものとなる。「物語」を読み取ることで観客はそこから情熱をかきたてら
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れることになるが，主体は自ら舞台に立ち，演奏することによって自らを「申し開き」し，観客にそ
の「物語」を読み取られることを通して，自己を「物語的統一性」のもとに理解する。ここで主体が
理解する物語とは，努力の果てに立つことのできた舞台において演奏することである。長い道のりの
終着点であるがゆえに，「普門館」の「憧れだったあの黒い舞台」（23）に立つことは，それが叶ったと
き「憧れ」を叶えたものとして自身を説明することが可能となり，そのこと自体が感動を生みだす。
以下に全国大会に初出場した吹奏楽部員の言葉を引用する。
普門館のステージに立ったとき，「あー，ここが今まで長い間，夢にまで見てきたステージだっ
たのか。今までこの景色を見るために頑張ってきたのか」と思えば思うほど，涙が溢れ出そうで
した。（24）
大会の会場に着いて，映像や写真でしか見たことのなかった黒い床を見ると，私たちも「遂に普
門館のステージに立てるんだ !」という喜びがこみ上げてきました。（25）
ところで全国大会の会場が毎年同じ会場であることは重要である。会場が変わらないからこそ，到
達目標としての価値が具体的な会場自体に結び付き，目指す場所としての甲子園からのアナロジーは
可能となる。普門館の舞台には，「吹奏楽コンクール」を努力の末に勝ち抜いてきた演奏者たちがそ
のコンクールの最後に演奏してきた舞台としての歴史がある。例えば毎年会場の異なる大学の部にお
いてある初出場団体は，「全国大会がどういうところなのか全く想像がつかず」，そのことが「不安」
の材料にもなった（26）。一方で中学の部，高校の部の吹奏楽部員たちは，これまでに記録された全国
大会の「映像や写真」をあらかじめ見ることで，たとえ出場したことがなくても，目指すべき道のり
の終着点を具体的にイメージすることができ，「夢にまで見た普門館の黒い床」（27）を，そこに立つ前
に実際に夢に見ることが可能であった。マッキンタイアは次のように述べる。
私たちが特定の行為を同定するのは……もっぱら二種類の文脈に訴えることによってである。ま
ず，行為者の意図を，……その人の歴史においてそれらの意図がもつ役割に言及することにより
因果的・時間的な順序で位置づける。次にまた，それらの意図を，属する（諸）舞台の歴史にお
いてそれらがもつ役割に言及することにより位置づける。（28）
「普門館」に立つある吹奏楽部員の行為は，その吹奏楽部員がそれを目指してきたという主体本人
の歴史と，「普門館」という舞台がこれまで多くの吹奏楽部員に目指されてきたという歴史の双方を
読み取り，読み取られることによって理解可能となる。「普門館」の舞台とは，これまで多くの吹奏
楽部員たちが目指してきたという歴史を持った舞台である。このことは，「甲子園」のアナロジーと
して扱われることによって，より強調されているといってよい。舞台の上に立つことは，この舞台が
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持つ歴史の中で，つまり，多くの吹奏楽部員が目指し，一握りの演奏者たちだけが立つことのできた
舞台に立てた者として，自己を「申し開き」することである。そしてこのように演奏者が新たに自己
を「申し開き」をするという行為によって，「普門館」の「歴史の続きの部分を著」すことになる（29）。
演奏者たちは行為を繰り返すことで自己を構築するが，そのような行為が物語としての文脈において
舞台の上で繰り返されることで，舞台も歴史を持ち続けることになる。
様々なメディアに繰り返し映し出されることによって，普門館の「黒い床」は最終到達点であると
いうイメージを持ち続ける。普門館で演奏できることは，それが全国大会の出場を意味するからこそ
価値付けられると考えられるが，「普門館」という舞台で全国大会が繰り返されることで，「普門館」
の舞台に立つことが直接価値あることとして目指されるようになる。
「普門館で演奏できる！」支部大会で全国大会出場を決めた瞬間，今までいろいろな面でたくさ
ん苦労してきたぶん，嬉しさがとても大きかったのを覚えています。（30）
全く考えてもいなかった普門館で演奏できるとわかったときの感動は一生忘れられません。雲の
上の場所であった普門館の舞台は黒く，5000人の客席は今でも夢のようで，青春の 1ページを
飾ることができました。（31）
普門館の舞台は，そこに立つことそれ自体に意味が見出されている。これは「全日本吹奏楽コン
クール」が繰り返し普門館で開催されることを通して，「普門館」に，それを目指す吹奏楽部員たち
の「青春」の「物語」が積み重なった結果だといえる。
このような普門館における金賞受賞は出場者たちにとって最大の栄誉である。また，予選大会にお
いても，普門館へと続く道のりへの可能性を意味する金賞受賞は，非常に重要で，喜ばしいものであ
る。実際，自団体の金賞が確認できたとき，吹奏楽部員たちは最大限の喜びを表明している。審査結
果発表の場での吹奏楽部員たちによる喜びの表明という行為は注目に値する。「吹奏楽コンクール」
では部門ごとで，出場団体の演奏が全て終わった後，結果発表が始まるが，このとき「金賞」と「銀賞」
が聞き間違えやすいために，「金賞」の場合は「ゴールド，金賞」と発表される。このことは，その
場において聞き間違えのないように発表する必要があることを意味する。銀賞や銅賞の時には通常会
場が拍手に包まれるだけだが，「ゴールド，金賞」と告げられた瞬間には，拍手とともに該当団体演
奏者たちの喜びを示す絶叫が会場に満たされる。
金賞を獲得した喜びの叫びは全国大会に限らず予選大会においても共通である。この喜びの表明は
毎年金賞を価値あるものとして反復して意味付け，「普門館」を目指す物語を生産し続けている。こ
の喜びが繰り返されるからこそ，事実金賞は価値を持ち，それゆえに吹奏楽部員たちの金賞への欲望
が生み出される。金賞に誰もが叫ぶほどの喜びを表明するから，それゆえに金賞が価値を持つと述べ
ているわけではない。しかし，努力の成果が実り，自らが目指した金賞を現に手にしたことを自分
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自身が喜びを表明するという行為によって確認し，また金賞の喜びに叫ぶ他団体の演奏者をみること
で，その喜び（あるいは悔しさ）を自らの「物語」としているのである。
金賞の受賞は必ずしも次の大会への出場を意味するわけではなく，また，金賞を受賞しても次の大
会が存在しないような部門もある。しかしそのような場合であっても金賞に対する叫びは確認するこ
とのできるものであり，金賞自体への価値付けがみてとれる。実際に普門館に立つことのできる吹奏
楽部は一握りである。この「普門館」への道のりという「物語」は，それ自体目指されるのと同時に，
相似形のより「小さな物語」がそれぞれの吹奏楽部の，その実力，目標に応じて，目指されていると
いえる。
４．生活の質と結びつく吹奏楽の質
ここでの道のりには，演奏の練習だけではなく，生活全般が含まれる。「普門館」や金賞受賞は強
く目指されるが，最大の目的としては語られない傾向がある。次の引用は全て普門館出場校の顧問が
述べていることである。
コンクールはもちろん大事ですし，出る以上は全力で当たりたいと思っています。ただ，あまり
勝ち負けにこだわらない方がいい。（32）
何とか全国大会に行きたいというのは正直あります。とはいえ，周りが思うほど『普門館，普門
館』と言っているわけではありません。一生懸命やって，自分たちの作ってきた音楽ができれば
いいと思っています」（33）
「普門館」や金賞受賞の価値自体は否定されないが，二次的な理由として示される。先に引用した
吹奏楽部へのインタビューを記した著作は『金賞よりも大切なこと―コンクール常勝校 市立柏高
等学校吹奏楽部 強さの秘密』というタイトルであったが，このタイトル自体が示唆的である。文中
では「コンクール至上ではなく」，「練習の過程で人としての成長に関わる何かを学ぶことに……重き
を置く」（34）と述べられている。成長した結果として「コンクール常勝」は達成できるのであり，それ
こそが「強さの秘密」であるという認識がここから読み取れる。ここには「普門館」出場を第一にし
ないような団体こそ「普門館」に出場することができるという逆説的な意識がある。
実際このことを意識しているのは決して指導者たちばかりでなく，「普門館」で演奏経験のある吹
奏楽部では，部員たち自ら「服装とか厳しくしていて，普段からみんなで注意し合っている」上，「貴
重な練習の場である部室」での「練習後にはお掃除を欠かさない」という（35）。ここには模範的な生
活を送らなければ，いい演奏はできないという意識が見出せる。他のある吹奏楽部顧問は次のように
述べているが，このことを端的に表している。
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日常の中の当たり前のことができていない状態で音を出しても，もっとも重要な何かが抜け落ち
ている状態ですから，よい演奏ができるわけがありません。音楽を作るのって，すごく難しい
じゃないですか。……だから普段の生活でもアンテナの感度を高くしておくことが，演奏の余裕
につながるのではないかな，と思います（36）
日常生活において当たり前とされていることは重要なことであり，それはよい演奏，音楽を作る上
でも同様に重要であるということが，ここでは述べられている。
音楽の質と生活態度の質は結び付けられている。実際に生活の質が音楽の質に結びつくのか否かが
問題なのではない。重要なのは，このことの妥当性がどの程度のものであるにせよ，普段の生活態度
と，その結果としての演奏という結びつけがあることそのものである。「物語はその構造自体によっ
て，継起性と因果性，時間と論理との混同を制度化する」とバルトが述べるように（37），この生活の
質と「吹奏楽コンクール」での演奏の質という，継起的な流れは因果的なものとして結びつけられ，
「物語」となっていると指摘することができる。この文脈の中では，事実，模範的な生活態度が演奏
される音楽の質に直接繋がるものとして理解されるのである。このことは，単に演奏後の結果の説明
の段階でのみ適用されているわけではない。生活態度が演奏の質に結びつく説明がなされる文脈の上
では，本番の演奏をする前の生活の段階で，「普門館」出場という目的のために生活態度を改めると
いう姿勢もみられるようになる。「普門館」に初出場したある団体は次のように述べる。
『全国金賞バンド』を見習った生活態度や，部活動をしようということを心がけてきました。（38）
こうして生活態度と「普門館」出場の結びつきは反復され，「普門館」を目指すことを手段とし
て扱う価値はますます確固としたものとなる。
おわりに
本稿では「普門館」の「物語」を呈示するドラマを，「吹奏楽の甲子園」というアナロジーを手が
かりに示してきた。「普門館」と「甲子園」は様々に異なる部分があるが，それでもなお「普門館」
が「甲子園」に結びつけられていることに留意するべきだろう。「普門館」が「甲子園」のアナロジー
として語られるとき参照されるのは，「甲子園」の実態ではなく，「甲子園」の名のもとに甲子園野球
を知る人びとが想起するイメージであり，甲子園野球が「歴史的に繰り返されること」によってつく
られた「「青春」や「若者らしさ」の「物語」であ」る（39）。吹奏楽界の人びとはこのような「物語」
の文脈に「普門館」を組み入れている。
吹奏楽の演奏者は，ここに見出される「物語」を通して，音楽の演奏とそこにいたるまでの道のり
を結びつけることによって，自己を「申し開き」する。ここでは音楽の価値観は生活の態度と結びつ
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き，よりよい音楽を目指す態度が品行方正な生活態度を産み出し，また逆によりよい生活態度がより
音楽的な表現を可能にすると理解される。
吹奏楽部に属する部員たちの全てが，本稿で述べてきたような青春の「物語」を実践しているわけ
ではない。しかし，この「物語」は多くの吹奏楽部員に広く読み取られる「物語」であり，「普門館」
での演奏という夢の成就が「物語」として読み取られるのと同時に，その失敗，つまり「普門館」で
演奏できない，あるいは金賞を取れないことも，長い道のりを歩まなかったこととして，「物語」の
文脈において理解される。
普門館を巡る「物語」について考察することでわかるのは，音楽とは関係のない実践が，音楽を実
践，あるいは受容する上で，音楽理解の一部となっていることである。あらゆる実践を音楽的実践と
して定義することをしないのならば，音楽への価値付けは音楽的実践によってのみ行われるわけでは
ない。日常生活における非音楽的な実践がよりよい音楽を産出するための条件となり，また，事実よ
いものとされた音楽を実現できたことの原因に非音楽的実践が結びつけられている。
音楽文化を考察する上では，音楽的な実践だけではなく，その実践者が属する社会においての非音
楽的な実践や言説にまで目を向ける必要がある。本稿で述べてきたことは吹奏楽に特有の，あるい
は少なくとも顕著にみられる傾向であるが，音楽と生活態度の結びつき自体は，必ずしも吹奏楽とい
う音楽に特有のこととは言えない。例えばハワード・S・ベッカーによれば，彼が研究したダンス・
ミュージシャンの「文化と生活様式は奇異にみちた非因襲的なものであり，同じ地域社会に住む因襲
的な人びとからアウトサイダーのレッテルを貼られるにふさわしいといえ」るが，このミュージシャ
ンたちは，「彼らのいわゆる「ジャズ」だけが，演奏に値する唯一の音楽であると考えている（40）。そ
して「なんびとも自分たちに演奏法の指図をしてはならないという考えが，ミュージシャンの生き方
に誰も口出ししてはならないという考えに発展」し，「その結果として，因襲的な社会規範を愚弄す
る行動が，大いに賞賛を博するところとなる」という（41）。
ここでも生活の質と音楽の質が結びつけられていることを示唆している。ただしこれは吹奏楽にお
ける音楽の質と生活の質との結びつきとは，むしろ正反対のものといえる。ここで述べたいのは，音
楽の価値に普遍的に妥当する生活の態度が存在しないということではない。そうではなく，音楽の美
的な性向は，生活の方向性と容易に結びついて理解されうるということである。ある音楽が道徳的な
ものとして目指されるとき，生活は道徳的な方向性が目指され，逸脱が目指される時には逸脱が称揚
される。あるいは逆に，生活の方向性から音楽の魅力の方向性が影響を受けるのである。そのあり方，
結びつき方は，対象となる社会や音楽によって異なるとしても，ある音楽を研究するにあたっては，
その音楽実践における態度と生活態度との結びつきに目をむける必要があるだろう。
注⑴ 東京都杉並区にある，宗教法人の立正佼成会が所有するホール。全日本吹奏楽コンクールが「毎年」普門
館で開催されるようになったのは，1977年の第 25回からである。（『全日本吹奏楽連盟 70年史』，2008年，
64頁）
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